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［成果情報名］超急速ガラス化牛胚のストロー内融解および移植法（ 法）の開発FSD
［要約］超急速ガラス化した牛胚を ストロー内で希釈可能な方法の開発により、0.25ml
ストロー内融解、希釈および移植が可能となる。
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［背景・ねらい］

牛胚移植技術が普及するには、農家現場で簡易に融解・移植できる胚の保存技術が不可
欠である。このような背景から、緩慢に冷却し凍結・融解後そのまま移植できるダイレク
ト法が開発された。しかし、従来のダイレクト移植技術では生存性が下降する場合がある
ため、融解後の生存性が高く、現場で簡易に移植できる牛胚の保存法が望まれている。

、 （ ） 、そこで 当場で開発したガラス化保存用具および手法 特願 を利用して2004-054966
農家現場で融解希釈可能なガラス化胚移植法を開発する。

（要望機関名：畜産課（ ）H10）

［成果の内容・特徴］
１． プラスチックストローに超急速ガラス化した牛胚を保存でき、移植時にはスト0.25ml

ロー内で超急速ガラス化した牛胚を融解およびガラス化液を希釈できる超急速ガラス化
胚移植法（ 法： ）を開発した。本法は保存に高価なプFSD Fukuoka Straw Dilution Method
ログラムフリーザを必要とせず、牛胚を簡易に保存・融解希釈および移植できる（図
１ 。）

． 、 、 （ ）。２ 胚のストロー封入法は まず ストローに希釈液を吸入し事前に凍結する (ア)の１
次に、胚を用具に滴下後（(ア)の２ 、液体窒素で超急速ガラス化し（(ア)の３の① 、） ）
磁石で用具を希釈液まで誘導する（(ア)の３の②～③ 。その後、液体窒素のデュワー）
瓶に移し、封閉する（(ア)の４ 。）

３．超急速ガラス化胚のストロー内融解およびガラス化液希釈法は、まず、指でパウダー
を暖めて緩め、余分な窒素ガスを排出する（(イ)の１ 。次に、微温湯に浸し（(イ)の）
２ 、磁石で用具の滴下部を希釈液層に誘導（(イ)の３）する。その後、ストローの綿）
栓を押し金具で希釈液を押し上げることで、希釈液に浸漬しない場合の胚死滅を回避す
る (イ)の４ 磁石で用具をつり出し ストローを移植器に装着して胚を移植する (イ)（ ）。 、 （
の５ 。）

［成果の活用面・留意点］
１．ガラス化胚の移植現場での融解・希釈が可能となるため、簡易で低コストな移植技術

として利用できる。
２．希釈液層を 種 層設けることで、移植子宮内での２段階希釈ができる。2 2
３． 法はコンパクトな プラスチックストローを用いているため、牛胚のほかFSD 0.25ml

卵子や他の動物種の標本をストロー内で保存できる。
４．希釈液の上方に液体窒素が重層すると、融解時にストローが破裂したり、綿栓が突出

、 。する場合があるので ストロー封入時にストロー内の液体窒素を気化させる必要がある
５．作業に用いるピンセットは非磁性体で熱伝導性の低いセラミックやカーボン製等が適

している。



［具体的データ］

（ア） 超急速ガラス化とストロー封入法

（イ） ストロー内融解法

図１ 超急速ガラス化胚のストロー内封入（ア）とストロー内融解（イ （平成 年度）） 15
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